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キュウリ抑制栽培における褐斑病の 
効果的な防除体系 

 

キュウリ褐斑病は、品種の変遷や各種薬剤に対する耐性菌の発生等により、栽培早期から多発生し、収量低下

や品質低下が問題となっています。抑制栽培において、本病の重要防除時期、薬剤の防除効果及び効果持続期間

を考慮した防除体系は、防除効果が高く、収量の向上が図られます。 

 

 

キュウリ抑制栽培における褐斑病の防除体系 
 

褐斑病が初発生する８月中旬～下

旬は、最重要防除時期です。この時期

には、防除効果の高いマンゼブ水和剤

等を散布します（表１）。  8/20頃

褐斑病が急性進展する８月下旬～

10月中旬は、ジエトフェンカルブ・チ

オファネートメチル水和剤やフルジオ

キソニル水和剤 20 等の防除効果の高

い薬剤を、効果持続期間に応じて 7～

10日間隔で散布します（表１）。また、

10月下旬～11月上旬は、イミノクタジ

ンアルベシル酸塩水和剤やTPN水和剤

等の薬剤を効果持続期間に応じて 7～

10日間隔で散布します。 

　AおよびBグループの薬剤名 （カッコ内は効果持続期間）

A: キュウリ褐斑病の防除効果が高い薬剤
ﾏﾝｾﾞﾌﾞ水和剤(10日)、ﾎﾟﾘｶｰﾊﾞﾒｰ
ｿﾆﾙ水和剤20（10日）、ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶﾙ

B:

TPN水和剤（7日）、ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝｱﾙﾍﾞｼﾙ酸塩水和剤（7日）

発生初期と急性進展期の防除の間（8月中下旬頃）にBグループ薬剤を散布

防除体系　（定植期　7月下旬～8月上旬）

表1　キュウリ抑制栽培における褐斑病の防除体系と散布例

散布例

（発生初期）
最重要防除時期

 8月中旬
～下旬

初期病斑を確認したら直ちにA
グループの薬剤を散布する。

発生
初期  8/10頃

マンゼブ水和剤
（ｼﾞﾏﾝﾀﾞｲｾﾝ水和剤）

8月下旬
～

10月中旬

Aグループの薬剤を効果持続期
間に応じて7～10日間隔で散布
する。（ただし、同系統薬剤の連
続散布は行わない。）

急
性
進
展
期

 8/27頃
ポリカーバメート水和剤
（ﾋﾞｽﾀﾞｲｾﾝ水和剤）

10月下旬
～

11月上旬

AまたはBグループの薬剤を効
果持続期間に応じて7～10日間
隔で散布する。（ただし、同系統
薬剤の連続散布は行わない。）

 9/23頃
マンゼブ水和剤
（ｼﾞﾏﾝﾀﾞｲｾﾝ水和剤）

（急性進展期）

9/ 6頃
フルジオキソニル水和剤20
（ｾｲﾋﾞｱｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ20）

重要防除時期

 9/16頃
ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ・ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ水和剤
（ｽﾐﾌﾞﾚﾝﾄﾞ水和剤）

収穫終了　11月中旬
10/13頃

ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ・ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ水和剤
（ｽﾐﾌﾞﾚﾝﾄﾞ水和剤）

10/27頃
ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ・ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ水和剤
（ｹﾞｯﾀｰ水和剤）

キュウリ褐斑病の防除効果が認められる剤

ﾄ水和剤(10日)、ﾌﾙｼﾞｵｷ
ﾌﾞ・ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ水和

剤（7日）、ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ・ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ水和剤（7日）

ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝｱﾙﾍﾞｼﾙ酸塩水和剤
（ﾍﾞﾙｸｰﾄ水和剤）

10/20頃
ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝｱﾙﾍﾞｼﾙ酸塩水和剤
（ﾍﾞﾙｸｰﾄ水和剤）

11/ 3頃
ポリカーバメート水和剤
（ﾋﾞｽﾀﾞｲｾﾝ水和剤）

10/ 3頃
フルジオキソニル水和剤20
（ｾｲﾋﾞｱｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ20）

                                                             

褐斑病の防除効果と果実収量 
 

キュウリ抑制栽培において、本防除体系を実施した場合、現地慣行の防除法に比べて褐斑病の防除効果が高く、

栽培終了時まで発病度を低く抑えることができ、収量の向上も図られます（園芸研究所内試験：図１、かすみが

うら市現地試験：図２）。 
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図1 キュウリ褐斑病の重要防除時期と有効薬剤を組み合せた 

防除体系による発病の推移（所内試験，2006 年）                
図2 キュウリ褐斑病の重要防除時期と有効薬剤を組み合せた 

防除体系による発病の推移（かすみがうら市現地圃場） 
 

＜問い合わせ先；園芸研究所病虫研究室  電話0299（45）8342＞ 


